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今
年
は
熊
倉
団
長
、
中
村
修
也
副
団

長
の
も
と
七
名
の
参
加
に
て
、
浙
江
省

普
陀
山
、
寧
波
、
天
台
山
を
巡
る
旅
と

な
っ
た
。

初
日　

午
後
上
海
空
港
で
合
流
、
バ

ス
で
寧
波
の
沖
に
あ
る
舟
山
諸
島
へ
移

動
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
猛
烈
な
勢
い
で

進
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
全
長
三
九
㎞
の

杭
州
湾
大
橋
が
で
き
た
お
か
げ
で
杭
州

ま
で
迂
回
せ
ず
に
す
む
。
と
は
い
え
、

た
っ
ぷ
り
四
時
間
車
窓
を
眺
め
て
は
う

と
う
と
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
、
中
国

の
広
大
さ
を
実
感
す
る
。
夕
暮
れ
時
、

黒
い
瓦
葺
き
に
白
壁
の
家
々
が
見
え
て

き
た
。
そ
ろ
そ
ろ
舟
山
ら
し
い
。
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
橋
を
い
く
つ
か
渡

り
、
朱
家
尖
島
の
ホ
テ
ル
に
到
着
。

二
日
目　

快
晴
。
快
速
船
に
て
十
分

ほ
ど
で
普
陀
山
島
に
着
く
。
一
日
約

二
〇
万
人
が
入
山
す
る
と
い
う
。
こ
の

島
が
観
音
霊
場
と
な
る
き
っ
か
け
は
十

世
紀
、
日
本
の
僧
慧え

蕚が
く

に
よ
る
。
日
本

へ
帰
ろ
う
と
何
度
船
出
し
て
も
、
こ
の

辺
り
で
海
中
よ
り
現
れ
た
鉄
の
蓮
に
は

ば
ま
れ
た
。
五
台
山
で
拝
領
し
た
観
音

像
を
不
肯
去
観
音
院
と
し
て
祀
っ
て
よ

う
や
く
帰
国
が
叶
っ
た
と
い
う
。

ま
ず
は
、
高
さ
三
三
ｍ
の
金
色
の
南

海
観
音
像
を
擁
す
る
寺
の
住
職
の
話
を

伺
う
。
文
革
時
に
は
全
山
の
仏
像
、
樹

木
が
破
壊
さ
れ
、
再
興
さ
れ
た
の
は
こ

こ
二
十
年
余
り
。
島
内
あ
ま
た
あ
る
寺

院
の
僧
は
戒
律
を
厳
し
く
守
っ
て
修

行
。
中
国
四
大
霊
場
の
ひ
と
つ
と
し
て

全
土
よ
り
の
信
仰
を
集
め
、
今
日
で
は

政
府
要
人
も
し
ば
し
ば
訪
れ
る
。
指
先

で
数
珠
の
玉
を
一
つ
一
つ
送
り
つ
つ
静

か
に
話
さ
れ
る
住
職
の
中
国
語
は
、
何

と
も
上
品
で
心
地
よ
い
。
カ
ッ
プ
で
頂

い
た
普
陀
佛
茶
は
、
青
々

と
し
た
一
芯
二
葉
が
底
に

数
枝
。
雑
味
の
な
い
さ
わ

や
か
さ
だ
。
こ
の
旅
で
最

も
魅
か
れ
た
茶
だ
っ
た
。

要
所
を
バ
ス
と
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
に
乗
り
、
数
カ
所

の
寺
院
を
巡
る
。
長
江
の

支
流
が
流
れ
込
ん
で
海
は
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濁
っ
て
い
る
が
、
寺
院
の
壁
は
熟
し
す

ぎ
な
い
柿
の
色
、
青
空
と
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
美
し
い
。
ど
こ
も
あ
ふ
れ
か
え

る
老
若
男
女
が
線
香
の
束
を
高
く
掲
げ

て
三
方
に
拝
し
、
仏
像
の
前
で
は
五
体

倒
置
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
み
な
ど
の

よ
う
な
願
い
を
観
音
様
に
託
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

夕
食
は
普
陀
山
仏
学
院
参
学
会
館
に

て
精
進
料
理
を
い
た
だ
く
。
果
物
、
芋

類
が
豊
富
に
使
わ
れ
か
な
り
満
腹
に
。

二
万
歩
歩
い
た
こ
の
日
の
疲
れ
も
吹
き

飛
ん
だ
。

三
日
目　

古
来
日
本
か
ら
中
国
へ
の

玄
関
口
と
な
っ
た
寧
波
に
移
動
。
道
元

が
典
座
よ
り
戒
め
ら
れ
た
土
地
か
と
感

慨
ひ
と
し
お
だ
が
、
中
心
街
は
欧
米
有

名
ブ
ラ
ン
ド
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
が

軒
を
連
ね
る
。
大
都
市
な
ら
ば
も
は
や

ど
の
国
も
変
わ
ら
ぬ
光
景
か
。

寧
波
茶
文
化
博
物
館
で
茶
芸
の
見
学

と
体
験
。
各
自
の
前
に
は
ポ
ッ
ト
、
茶

器
一
式
と
茶
葉
。
茶
杯
は
二
つ
ず
つ
置

か
れ
て
い
る
。
茶
芸
師
さ
ん
よ
り
教
え

て
い
た
だ
き
白
老
茶
を
淹
れ
て
み
る
。

「
茶
杯
の
一
つ
は
ご
自
身
で
、
も
う
一

つ
は
周
り
の
方
と
交
換
し
て
互
い
の
お

茶
を
楽
し
ん
で
。」
と
の
こ
と
。
人
に

よ
り
、
味
も
香
り
も
随
分
変
わ
る
。
先

生
が
淹
れ
ら
れ
た
二
煎
目
を
味
見
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
刺
激
の
あ
る
す
が
す
が

し
さ
と
わ
ず
か
な
渋
味
。
残
念
な
が
ら

こ
の
要
素
は
引
き
出
せ
な
か
っ
た
が
、

三
煎
目
の
茶
に
出
た
甘
み
が
記
憶
に
残

る
。午

後
天
一
閣
見
学
。
一
五
六
一
年
明

の
国
防
長
官
範
鉄
が
建
て
た
中
国
最
古

の
蔵
書
楼
。
防
火
を
兼
ね
て
そ
こ
こ
こ

に
池
や
水
路
が
あ
る
。「
天
一
」
は
水

を
表
す
易
の
言
葉
だ
と
友
人
が
そ
の
場

で
検
索
し
た
。
前
日
、
真
新
し
い
金
ピ

カ
の
仏
像
を
飽
き
る
程
見
て
き
た
我
々

に
は
、
子
々
孫
々
、
火
は
も
と
よ
り
文

革
の
嵐
か
ら
も
蔵
書
が
守
ら
れ
た
こ
と

が
実
に
奇
跡
的
に
感
じ
ら
れ
た
。

三
時
に
こ
こ
を
後
に
し
て
い
よ
い
よ

天
台
山
に
向
か
う
。
バ
ス
で
二
時
間
。

ガ
イ
ド
か
ら
「
左
に
見
え
る
の
が
仏
像

工
場
だ
」
と
言
わ
れ
目
を
覚
ま
す
。
普

陀
山
は
じ
め
各
地
の
寺
院
へ
こ
こ
か
ら

出
荷
さ
れ
る
。
道
理
で
こ
れ
ま
で
見
た

仏
様
た
ち
が
同
じ
お
顔
を
し
て
い
た
わ

け
だ
。
ま
も
な
く
国
清
寺
の
前
を
通
り

宿
へ
着
く
。
こ
の
辺
り
は

日
本
の
里
山
と
同
じ
風
景

だ
。
川
の
水
は
清
く
、
稲

穂
を
風
が
撫
で
る
。
宿
の

水
路
に
は
錦
鯉
が
ゆ
っ
た

り
と
泳
い
で
い
た
。

四
日
目　

国
清
寺
朝
勤

に
参
加
。
今
回
の
旅
の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
り
、

朝
に
弱
い
私
に
は
最
大
の

難
関
で
あ
る
。
上
海
で
参
加
希
望
を
問

わ
れ
た
時
は
、
九
人
全
員
が
即
座
に
挙

手
し
た
。

四
時
起
床
。
不
思
議
と
眠
気
も
だ
る

さ
も
感
じ
な
い
。
標
高
も
あ
り
夜
明
け

前
は
肌
寒
い
。
数
分
山
道
を
下
り
寺
に

入
る
。
暗
が
り
に
雨
花
殿
か
ら
の
灯
り

が
も
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
進
む
。
本
尊

釈
迦
牟
尼
仏
の
姿
が
ま
ば
ゆ
い
。
半
時

間
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
二
百
名
近
く

の
僧
と
信
者
の
祈
り
の
た
だ
中
に
身
を

置
く
。
鐘
に
太
鼓
、
声
明
か
と
思
わ
れ

る
素
朴
な
響
き
が
堂
に
満
ち
る
。
熱
心

な
信
者
達
の
声
を
背
中
に
受
け
る
。
真

摯
な
祈
り
に
水
を
さ
す
よ
う
で
身
の
置

国清寺の朝勤に向う

寧波茶文化博物館で茶芸の見学と体験



─ 3 ─

き
場
が
な
い
。
し
ば
ら
く
し
て
念
仏
ら

し
き
も
の
を
唱
え
つ
つ
本
殿
を
廻
る
こ

と
と
な
っ
た
。
合
掌
し
て
い
た
手
の
印

が
変
わ
る
。「
手
は
こ
う
」
と
す
れ
違

う
女
性
信
者
が
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
教
え

て
く
れ
た
。
文
殊
菩
薩
や
観
音
菩
薩
の

前
を
通
り
過
ぎ
る
。
歩
く
こ
と
で
ふ
と

念
仏
が
口
を
つ
い
て
出
た
。
南
無
シ
ャ

オ
ツ
ァ
イ
…
。
気
後
れ
は
和
ら
ぎ
、
祈

り
の
一
部
と
な
っ
て
堂
の
内
外
を
回

る
。
元
の
位
置
に
戻
る
と
次
は
五
体
倒

置
と
な
っ
た
。
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
数
が
足

り
ず
、
目
の
前
の
女
性
は
冷
た
い
石
の

床
に
手
の
ひ
ら
と
膝
を
つ
い
て
は
祈
り

続
け
た
。
邪
魔
に
な
ら
ぬ
よ
う
柱
の
影

に
立
ち
尽
く
す
我
々
に
「
南
無
阿
弥
陀

仏
」と
こ
と
わ
っ
て
僧
が
横
切
ら
れ
た
。

一
時
間
ほ
ど
で
朝
勤
は
終
了
。
本
殿

を
出
る
と
鳥
が
さ
え
ず
り
始
め
、
宿
に

も
ど
る
一
〇
分
で
空
は
白
々
と
明
る
く

な
っ
た
。
さ
っ
き
の
念
仏
を
ガ
イ
ド
に

尋
ね
書
き
留
め
る
。「
南
無
消
災
延
寿

薬
師
仏
」

朝
食
後
改
め
て
参
拝
。
国
清
寺
は
、

五
九
八
年
、
天
台
宗
の
始
祖
智
者
大
師

が
亡
く
な
っ
た
翌
年
に
大
師
の
構
想
通

り
に
創
建
。
そ
の
約
百
五
十
年
後
に
訪

れ
た
最
澄
も
、
我
々
が
見
た
と
同
じ
、

隋
塔
と
呼
ば
れ
る
石
塔
を
目
に
し
た
は

ず
で
あ
る
。
千
四
百
年
の
樹
齢
を
も
つ

隋
梅
は
、
文
革
中
自
然
と
枯
れ
、
文
革

が
終
わ
る
と
共
に
息
を
吹
き
返
し
た
そ

う
な
。
毎
年
実
る
小
さ
な
梅
は
一
粒
食

せ
ば
一
年
寿
命
が
伸
び
る
ら
し
い
。

隋
塔
を
望
む
方
丈
楼
に
て
法
師
と
交

流
。
地
元
華
頂
峰
産
の
紅
茶
を
い
た
だ

く
。
現
在
こ
の
寺
に
僧
は
一
三
〇
名
。

夕
飯
後
の
座
禅
の
後
こ
の
茶
を
飲
ま
れ

る
と
の
こ
と
。
茶
に
関
し
て
の
質
問
が

続
く
こ
と
に
法
師
は
戸
惑
い
気
味
に
、

福
建
省
産
の
白
茶
も
出
し
て
下
さ
っ

た
。
さ
し
湯
し
て
、
二
、
三
時
間
語
り

合
う
に
は
良
い
お
茶
だ
ろ
う
か
。
法
師

に
感
謝
し
つ
つ
寺
を
後
に
す
る
。

能
の
「
石
橋
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

石
梁
飛
瀑
を
訪
れ
る
。
高
さ
数
十
ｍ
の

滝
の
上
に
浸
食
に
よ
っ
て
見
事
に
橋
の

形
状
と
な
っ
た
巨
石
が
あ
る
。
そ
れ
を

結
界
と
し
て
向
こ
う
に
は
羅
漢
の
聖

地
。幅
は
狭
く
て
も
三
〇
㎝
ぐ
ら
い
か
。

滝
に
近
づ
く
だ
け
で
も
足
が
す
く
む
。

平
常
心
の
持
ち
主
な
ら
ば
難
な
く
渡
れ

る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
成
尋
や
栄
西
が

羅
漢
に
茶
を
献
じ
た
。
こ
の
辺
り
は
熊

倉
団
長
が
四
〇
年
前
に
訪
れ
た
当
時
と

ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
と
伺
っ
た
。

昼
食
後
、
智
者
塔
院
へ
。
山
道
を
入

る
と
す
ぐ
脇
に
茶
の
木
が

植
わ
っ
て
い
た
。
所
々
収

穫
も
さ
れ
て
い
る
。
左
手

峠
を
隔
て
、
遥
か
に
見
え

る
岩
上
で
智
者
大
師
が
教

え
を
説
い
た
と
い
う
。
日

中
両
国
の
一
三
人
が
一
列

に
な
っ
て
道
を
た
ど
っ
て

い
る
と
、
現
実
の
時
空
か

ら
ぽ
っ
か
り
と
遊
離
し
て

存
在
す
る
か
の
不
思
議
な

感
覚
に
襲
わ
れ
た
。
智
者

大
師
の
廟
所
で
あ
る
こ
の

塔
院
に
鑑
真
も
幾
度
か
身

を
寄
せ
て
、
日
本
へ
の
船

出
を
待
っ
た
と
い
う
。
鑑

真
と
違
い
大
師
は
中
国
内

で
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

墓
所
を
訪
れ
る
人
も
ほ
と
ん
ど
い
な

い
。
我
々
の
足
下
に
土
に
還
っ
た
大
師

の
身
体
が
あ
り
、
頭
上
に
は
絶
え
な
い

よ
う
、
た
っ
ぷ
り
と
し
た
油
に
浮
か
ん

だ
灯
明
が
あ
っ
た
。

慈
渓
へ
移
動
。
最
後
の
夕
食
。
感
想

を
語
り
合
い
、
食
後
は
今
回
初
参
加
の

石梁飛瀑智者塔院
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お
二
人
が
用
意
し
て
下
さ
っ
た
、
お
茶

と
お
菓
子
で
、点
出
し
の
茶
会
と
な
る
。

ホ
テ
ル
の
従
業
員
が
数
名
興
味
津
々
に

ド
ア
か
ら
の
ぞ
き
こ
む
。
そ
の
方
達
を

誘
い
茶
道
で
思
い
が
け
ず
日
中
交
流
と

な
る
楽
し
い
夜
だ
っ
た
。

　

最
終
日　

上
林
湖
越
窯
遺
跡
博
物
館

を
参
観
。
上
林
湖
周
辺
は
古
来
良
質
な

土
が
豊
富
で
様
々
な
青
磁
器
が
作
ら
れ

て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
で
は

土
は
と
り
つ
く
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

我
々
の
帰
国
を
惜
し
む
よ
う
な
雨
の

中
、
上
海
へ
向
か
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
帰

途
に
つ
い
た
。

理
事
会

令
和
二
年
度
第
二
回
理
事
会
が
、
十

月
二
十
七
日
（
日
） 

午
後
一
時
よ
り
同

志
社
大
学　

至
誠
館
三
階
会
議
室
に
お

い
て
行
わ
れ
た
。
理
事
十
三
名
が
出
席

し
、
以
下
の
議
題
に
つ
い
て
討
議
が
な

さ
れ
た
。

一
、
各
担
当
理
事
よ
り
事
業
報
告

二
、�

令
和
二
年
度
総
会
・
大
会
に
つ

い
て

三
、
会
誌
・
会
報
に
つ
い
て

四
、�

会
長
辞
任
の
際
の
対
応
に
つ
い

て

五
、
そ
の
他

第
一
議
題
で
は
、
各
担
当
理
事
よ
り

各
地
例
会
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告

が
行
わ
れ
た
。

第
二
議
題
で
は
、令
和
二
年
度
総
会
・

大
会
に
つ
い
て
、
東
京
国
立
博
物
館
の

茶
室
及
び
特
別
展
の
見
学
、
東
京
芸
術

大
学
を
お
借
り
し
て
総
会
・
大
会
を
行

う
案
が
出
さ
れ
た
。
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
テ
ー
マ
は
、「
岡
倉
天
心
と
明
治

の
茶
の
湯
」
と
す
る
。
ま
た
、
研
究
発

表
は
四
人
と
し
、
公
募
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
会
報
で
行
い
、
エ
ン
ト
リ
ー
締
切

り
は
二
月
四
日
（
火
）
と
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
た
。

第
三
議
題
で
は
、
会
誌
に
つ
い
て
山

田
委
員
長
よ
り
、
三
十
二
号
の
報
告
が

な
さ
れ
、
ま
た
三
十
三
号
の
編
集
作
業

を
進
め
て
い
る
こ
と
や
投
稿
原
稿
の

応
募
状
況
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
、
会
誌
を
令
和
元
年
十
一
月
一
日
～

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
、
特

別
価
格
に
て
販
売
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。
二
～
二
十
号
は
一
冊
百
円
、

二
十
一
～
二
十
九
号
は
一
冊
二
千
円
、

三
十
～
三
十
二
号
は
四
千
円
（
但
し
、

一
、
四
、
十
五
号
は
完
売
）。
送
料
・

振
込
手
数
料
は
負
担
し
て
い
た
だ
く
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
大
会
で
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
会
報
に
つ
い

て
飯
島
編
集
委
員
よ
り
、
一
〇
二
号
の

発
行
、
一
〇
三
号
の
編
集
作
業
状
況
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。

第
四
議
題
で
は
、
会
長
が
任
期
途
中

で
辞
任
し
た
場
合
、
次
の
総
会
に
て
新

会
長
を
承
認
す
る
運
び
と
な
る
が
、
会

則
「
第
十
五
条　

役
員
の
任
期
は
二
年

と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。」
と
あ
る

よ
う
に
、
会
長
と
役
員
の
任
期
が
違
っ

て
く
る
が
、
そ
の
ま
ま
任
期
を
継
続
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
新
会
長
候
補
の
選
考
を
行
う

よ
う
、
会
長
候
補
者
選
考
委
員
会
委
員

の
選
出
が
行
わ
れ
、
田
中
秀
隆
理
事
、

原
田
茂
弘
理
事
、
舩
阪
富
美
子
理
事
が

委
員
に
推
薦
さ
れ
決
定
し
た
。

第
五
議
題
で
は
総
会
・
大
会
の
お
知

ら
せ
ポ
ス
タ
ー
の
廃
止
が
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

第
三
回
理
事
会
は
、
令
和
二
年
二
月

十
六
日
（
日
）
同
志
社
大
学
に
て
、
開

催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

例
会

東
京
例
会

（
令
和
元
年
七
月
二
十
七
日
）

「
近
代
数
寄
者
の
表
装
―
「
佐
竹

本
三
十
六
歌
仙
絵
」
を
中
心
に
」

濱
村
繭
衣
子

掛
軸
の
表
装
は
、
作
品
を
成
り
立
た

せ
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
と
も
に
、

時
代
ご
と
の
鑑
賞
の
さ
れ
方
、
伝
来
と

い
っ
た
本
紙
か
ら
は
知
り
得
な
い
情
報

を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
一
方

で
研
究
対
象
と
す
る
に
は
多
く
の
困
難

が
伴
い
、
そ
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
な

が
ら
も
体
系
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い

な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
が
、
近
年
は
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表
装
を
テ
ー
マ
と
す
る
展
覧
会
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
研
究
状

況
は
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
現
況
に
あ
っ
て
、
発
表
者

は
近
代
数
寄
者
が
手
が
け
た
表
装
に
着

目
し
て
い
る
。
近
代
数
寄
者
た
ち
の
伝

統
に
捉
わ
れ
な
い
革
新
性
は
、
茶
の
湯

の
歴
史
、
ま
た
美
術
史
の
な
か
で
も
特

筆
す
べ
き
活
動
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
彼
ら
の
嗜
好
や
活
躍
し
た
時
代
の

特
性
は
、
そ
の
蒐
集
品
の
表
装
に
も
端

的
に
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
彼

ら
が
関
わ
っ
た
表
装
は
、
他
の
時
代
の

そ
れ
に
比
し
て
も
特
徴
を
も
ち
、
支
え

る
美
意
識
な
ど
考
察
す
べ
き
事
象
は
多

い
。
中
で
も「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

各
断
簡
は
、
表
装
を
施
し
た
人
物
や
そ

の
時
期
が
判
明
す
る
点
、
表
装
を
巡
る

状
況
を
伝
え
る
『
大
正
茶
道
記
』『
東

都
茶
道
記
』
と
い
っ
た
資
料
が
残
る
点

な
ど
、
日
本
の
表
装
史
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
も
、
近
代
数
寄
者
の
茶
の
湯
の

特
質
を
考
え
る
上
で
も
、
極
め
て
重
要

な
対
象
と
考
え
る
。
今
回
取
り
上
げ
た

作
品
は
、
三
十
七
の
断
簡
の
う
ち
、
益

田
紅
艶
が
所
蔵
し
た
「
坂
上
是
則
」（
文

化
庁
蔵
）、
土
橋
嘉
兵
衛
の
手
に
渡
っ

た
「
平
兼
盛
」（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
）、

益
田
鈍
翁
が
所
蔵
し
た
「
斎
宮
女
御
」

の
三
幅
で
あ
る
。
当
初
の
状
態
を
多
く

留
め
る
「
坂
上
是
則
」
と
「
平
兼
盛
」、

あ
る
意
図
の
も
と
に
改
変
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
「
斎
宮
女
御
」
の
検
証
を
通

じ
、
佐
竹
本
に
み
る
表
装
の
特
質
に
つ

い
て
考
察
し
た
。
結
果
、
そ
の
特
質
と

し
て
、
茶
の
湯
、
茶
会
の
あ
り
方
を
新

た
に
し
た
近
代
数
寄
者
た
ち
の
活
動
を

反
映
し
、
本
紙
の
内
容
と
合
致
し
た
表

装
が
高
い
評
価
を
う
け
る
と
い
っ
た
自

ら
が
属
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
評
価
を

想
定
し
た
上
で
為
さ
れ
た
こ
と
、
広
い

空
間
で
見
比
べ
ら
れ
、
作
品
に
つ
い
て

語
ら
れ
、
考
察
さ
れ
る
場
で
鑑
賞
さ
れ

る
が
ゆ
え
の
性
格
を
も
つ
こ
と
、
さ
ら

に
近
代
数
寄
者
た
ち
の
文
化
財
へ
の
意

識
を
も
伺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
近

代
数
寄
者
に
よ
る
表
装
の
特
質
の
一
端

に
つ
い
て
の
見
解
を
提
示
し
た
。

「
茶
の
湯
と
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ナ
ル

様
式
〈
明
末
清
初
の
貿
易
陶
磁
を

中
心
に
│
景
徳
鎮
窯
と
漳
州
窯
〉」

砂
澤
祐
子

　

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ナ
ル
様
式（Transitional  

Period w
are

）
と
は
、中
国
、明
末
清

初
期
に
欧
米
に
向
け
て
輸
出
さ
れ
た
青

花
磁
器
、お
よ
び
そ
の
作
品
の
様
式
を

い
う
。
製
品
の
特
徴
と
し
て
、
純
白
の

素
地
に
艶
や
か
な
釉
薬
が
か
か
り
、
釉

下
の
青
料
は
鮮
や
か
で
、濃
淡
を
つ
け

た
り
ぼ
か
し
を
用
い
た
り
し
て
い
る
。

日
本
に
は
、
徳
川
家
康
（
一
五
四
二
～

一
六
一
六
）
遺
愛
の
一
対
の
徳
利
（
青

花
人
物
図
瓶
）
が
徳
川
美
術
館
に
伝
世

す
る
。
同
時
代
の
日
本
向
け
の
貿
易
陶

磁
と
し
て
は
、
景
徳
鎮
窯
産
の
「
古
染

付
」
と
「
祥
瑞
」
が
あ
る
。

「
古
染
付
」
と
「
祥
瑞
」
は
、
日
本

の
茶
人
の
注
文
に
よ
っ
て
焼
造
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
染
付
磁
器
の
こ

と
。「
古
染
付
」
は
全
体
に
粗
雑
な
作

り
で
虫
喰
と
称
す
る
口
縁
部
の
釉
禿
に

特
徴
が
あ
る
。「
祥
瑞
」
は
、
一
部
の

作
品
に
「
五
良
大
甫　

呉
祥
瑞
造
」
と

い
う
染
付
銘
文
が
あ
り
、
精
緻
な
絵
付

け
で
、
独
特
の
細
か
な
幾
何
学
文
や
花

鳥
文
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
や
鮮
や
か

な
発
色
に
特
徴
が
あ
る
。
一
方
、「
南
京

染
付
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
江
戸
時

代
ま
で
は
「
古
染
付
」
と
「
祥
瑞
」
を

含
む
明
末
清
初
の
景
徳
鎮
窯
産
の
陶
磁

器
を
意
味
し
、
ま
さ
に
欧
米
の
ト
ラ
ン

ジ
シ
ョ
ナ
ル
様
式
と
同
義
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
「
呉
州
手
」
と
呼
ぶ
漳
州
窯
系

の
青
花
も
数
多
く
日
本
に
輸
入
さ
れ
て

い
た
。
こ
う
し
た
影
響
の
も
と
肥
前
磁

器
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
茶
陶
と
の
関
係
は
、
漳
州
窯

系
の
三
彩
で
あ
る
「
交
趾
」
や
華
南
三

彩
と
日
本
の
美
濃
焼
の
黄
瀬
戸
・
織
部

焼
（
総
織
部
）
と
の
関
連
や
、
さ
ら
に

美
濃
焼
（
志
野
焼
）
と
、「
祥
瑞
」
や

高
麗
茶
碗
の
「
御
所
丸
」
な
ど
、
同
時

代
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
器

形
な
ど
の
類
似
性
は
、
十
六
か
ら
十
七

世
紀
に
か
け
て
の
文
化
交
流
の
結
果
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
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（
令
和
元
年
九
月
七
日
）

「
羽
箒
に
つ
い
て
４　

│
羽
箒
の
使
い
方
「
羽
箒
は
炭
道

具
で
は
な
い
！
」
│
」

下
坂
玉
起

羽
箒
は
、
茶
事
（
＝
昔
の
茶
会
）
で

は
、炭
点
前
以
外
で
も
よ
く
使
わ
れ
る
。

迎
付
前
、亭
主
は
茶
室
を
羽
箒
で
掃
き
、

そ
の
音
で
客
は
席
入
間
近
と
知
る
。
迎

付
の
時
、亭
主
が
羽
箒
を
持
つ
流
派
や
、

迎
付
後
、
亭
主
が
茶
室
内
の
自
分
が
歩

い
た
跡
を
後
ろ
向
き
に
掃
き
消
す
流
派

も
あ
る
。
亭
主
は
席
入
前
、
茶
道
口
の

前
を
掃
く
。
席
入
直
前
、
茶
道
口
の
襖

を
掃
き
下
ろ
す
流
派
や
、
茶
道
口
を
開

け
る
と
ま
ず
手
前
の
畳
、
茶
道
口
の
敷

居
や
柱
を
掃
く
流
派
も
あ
る
。
中
立
時

に
は
座
箒
で
茶
室
を
掃
く
。
濃
茶
や
薄

茶
点
前
の
時
、
羽
箒
で
風
炉
釜
や
畳
な

ど
を
掃
く
流
派
も
あ
る
。
座
箒
を
持
っ

て
客
を
見
送
る
流
派
も
あ
る
。

古
田
織
部
は
、
羽
箒
を
棚
に
飾
り
始

め
、
そ
の
置
き
合
わ
せ
の
配
置
で
道
具

の
甲
乙
を
示
し
た
。
当
時
の
千
家
は
織

部
が
棚
に
飾
る
こ
と
を
痛
烈
に
批
判
し

た
が
、次
の
代
で
は
棚
に
飾
っ
て
い
る
。

武
家
茶
道
系
で
は
、
羽
箒
は
ま
ず
釘

に
掛
け
な
い
が
、
千
家
は
羽
箒
を
掛
け

る
の
で
必
ず
掛
け
緒
が
あ
り
、
千
家
と

武
家
茶
道
系
の
違
い
を
表
す
歴
史
的
痕

跡
に
な
っ
て
い
る
。

江
岑
は
「
常
に
ふ
く
さ
・
三
ツ
羽
を

傍
ら
に
置
か
れ
『
茶
道
筌
蹄　

後
編
聞

書
』」、
如
心
斎
は
「
羽
箒
と
帛
紗
の
事

御
教
え
」
と
記
さ
れ
、
羽
箒
と
帛
紗
は

並
記
さ
れ
て
い
る
。

羽
箒
は
、
天
界
を
飛
ぶ
神
聖
で
清
ら

か
な
も
の
と
さ
れ
る
鳥
の
羽
を
用
い
、

「
心
の
塵
（
迷
い
）
を
は
ら
う
」
と
い

う
禅
の
精
神
性
か
ら
も
、
清
め
道
具
と

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

羽
箒
は
、
炭
道
具
で
は
な
く
、
帛
紗

同
様
の
「
清
め
道
具
」
な
の
で
あ
る
。

「『
長
闇
堂
記
』
北
野
大
茶
湯
記
事

の
信
憑
性
に
つ
い
て
」

中
村
修
也

奈
良
の
春
日
大
社
の
神
人
・
久
保
権

大
輔
利
世
が
著
し
た
と
さ
れ
て
い
る

『
長
闇
堂
記
』
に
は
、
北
野
大
茶
湯
に

参
加
し
た
権
大
輔
が
、
そ
の
興
奮
に
刺

激
さ
れ
て
茶
の
湯
の
途
に
入
っ
て
い
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
具

体
的
な
北
野
大
茶
湯
の
実
見
史
料
と
し

て
高
い
評
価
を
得
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
の
内
容
を
具
に
検
討
す
る
と
、
多
く

の
疑
問
点
が
見
出
さ
れ
る
。
ま
ず
は
、

北
野
大
茶
湯
が
開
催
さ
れ
た
年
を
、
天

正
十
三
年
と
誤
っ
て
い
る
。
実
際
は
天

正
十
五
年
で
あ
る
。
こ
の
誤
り
の
原
因

は
『
太
閤
記
』
の
記
事
を
参
考
に
し
て

書
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
秀

吉
た
ち
の
囲
い
に
一
度
に
入
っ
た
客
数

を
五
人
と
し
て
い
る
が
、『
兼
見
卿
記
』

に
よ
れ
ば
八
人
で
あ
る
。
ま
た
秀
吉
た

ち
の
茶
の
湯
が
「
朝
五
」
刻
に
終
わ
っ

た
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
『
兼
見
卿
記
』

に
よ
れ
ば
「
午
剋
」
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に『
太
閤
記
』を
主
材
料
と
し
た『
長

闇
堂
記
』
に
は
実
際
に
参
加
し
た
者
と

は
思
え
な
い
誤
謬
が
多
い
。

さ
ら
に
北
野
大
茶
湯
の
一
番
の
冥
加

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
一
化
」
と

「
へ
ち
く
わ
ん
」
に
つ
い
て
も
、
問
題

が
あ
る
。
一
化
は
松
葉
を
燃
や
し
た
と

あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
わ
り
に
迷
惑
を
か

け
る
行
為
で
あ
る
。
美
濃
出
身
と
い
う

の
も
、
秀
吉
の
一
夜
城
が
美
濃
に
建

て
ら
れ
た
と
い
う
伝
説
を
補
強
す
る
た

め
の
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
丿

貫
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
の
極
侘
の
イ

メ
ー
ジ
と
違
っ
た
、
華
や
か
な
朱
傘
を

利
用
し
て
お
り
、「
手
取
り
釜
一
つ
」

で
食
事
も
茶
の
湯
も
済
ま
せ
る
イ
メ
ー

ジ
か
ら
は
離
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
検
討
が
進
む
と
、
少
な

く
と
も
『
長
闇
堂
記
』
が
記
す
北
野
大

茶
湯
の
内
容
は
事
実
と
は
異
な
り
、
実

際
に
参
加
し
た
人
の
記
録
と
は
み
な
せ

な
い
。そ
う
し
て
、大
き
く
見
れ
ば
、『
長

闇
堂
記
』
は
久
保
権
大
輔
に
託
し
た
創

作
物
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
と

疑
問
も
湧
い
て
く
る
。

近
畿
例
会

（
令
和
元
年
九
月
十
四
日
）

「
径
山
寺
台
子
伝
来
説
に
み
る
夢

窓
疎
石
の
位
置
─
茶
式
創
始
の
由

来
─
」

櫻
本
香
織
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径
山
寺
台
子
伝
来
説
と
は
、「
台
子
」

が
中
国
径
山
寺
よ
り
日
本
の
各
寺
院
に

伝
わ
り
、
茶
の
湯
が
始
ま
っ
た
と
い
う

創
作
話
で
あ
る
。
そ
の
初
出
は
江
戸
元

禄
期
で
あ
り
、
管
見
の
限
り
十
一
の
類

話
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
代
表
は
谷
秦

山
（
一
六
六
三
│
一
七
一
八
）
撰
『
俗

説
贅
弁
』
の
中
に
見
ら
れ
、
概
略
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

「
径
山
寺
の
虚
堂
智
愚
が
南
浦
紹
明

に
台
子
を
贈
り
、
崇
福
寺
や
大
徳
寺
に

伝
わ
っ
た
。
ま
た
天
龍
寺
に
渡
り
、
夢

窓
疎
石
が
そ
の
台
子
を
使
っ
て
点
前
を

し
た
の
が
、
茶
式
（
茶
の
湯
）
の
始
め

で
あ
る
」

発
表
者
は
こ
れ
ま
で
概
略
の
前
半
部

で
あ
る
径
山
寺
の
虚
堂
智
愚
か
ら
南
浦

紹
明
に
台
子
が
伝
承
さ
れ
た
話
の
背
景

に
つ
い
て
、
そ
の
執
筆
者
が
茶
人
で
あ

る
も
の
と
知
識
人
で
あ
る
も
の
と
の
二

つ
に
分
類
し
、
渡
唐
天
神
説
話
の
影
響

が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
渡
唐
天

神
説
話
と
は
、
天
神
す
な
わ
ち
菅
原

道
真
、
ま
た
は
円
爾
が
径
山
寺
の
無
準

師
範
に
参
禅
し
て
法
を
嗣
ぎ
、
そ
の
証

と
し
て
袈
裟
や
渡
唐
天
神
像
を
授
か
っ

た
と
い
う
話
で
あ
る
。（「
径
山
寺
台

子
伝
来
説
の
背
景
│
茶
の
湯
の
「
起

源
」
を
め
ぐ
っ
て
│
」『
多
元
文
化
』

第
八
号　

早
稲
田
大
学
多
元
文
化
学
会　

二
○
一
九
年
二
月
）

本
発
表
で
は
、
こ
の
続
き
と
し
て
、

右
記
概
略
の
後
半
部
で
あ
る
天
龍
寺
の

夢
窓
疎
石
が
台
子
を
用
い
て
茶
式
を
始

め
た
と
す
る
話
（
夢
窓
疎
石
茶
式
創
始

譚
）の
意
図
と
背
景
に
つ
い
て
検
討
し
、

次
の
二
点
を
指
摘
し
た
。

①
創
作
を
担
っ
た
知
識
人
の
話
に

は
、茶
の
湯
の
創
始
に
関
し
て
、「
茶
式
」

や
「
茶
宴
」
と
い
う
禅
籍
に
見
ら
れ
る

語
を
用
い
、
夢
窓
疎
石
と
関
連
づ
け
る

こ
と
で
、
禅
宗
と
の
関
わ
り
を
示
そ
う

と
す
る
意
図
が
窺
わ
れ
る
。

②
天
龍
寺
の
夢
窓
疎
石
か
ら
台
子
点

前
の
茶
の
湯
が
始
ま
っ
た
と
い
う
話

は
、
と
り
わ
け
渡
唐
天
神
説
話
の
類
話

の
一
つ
で
あ
る
『
碧
山
日
録
』
に
見
え

る
話
の
構
造
と
近
似
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
渡
唐
天
神
像
を
描
く
こ
と
が
夢
窓

疎
石
の
直
弟
子
休
翁
普
観
の
蔵
光
庵
か

ら
始
ま
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
夢
窓
疎
石
茶
式
創
始
譚
の
成

立
の
背
景
に
、
渡
唐
天
神
説
話
か
ら
の

影
響
が
あ
っ
た
。

「
施
釉
方
法
に
み
る
和
物
茶
碗
の

造
形
展
開
」

金
好
友
子

一
六
世
紀
後
葉
か
ら
一
七
世
紀
初
頭

に
つ
く
ら
れ
た
多
く
の
和
物
茶
碗
に

は
、
高
台
周
辺
に
露
胎
が
見
受
け
ら
れ

る
。
露
胎
と
は
、
器
表
の
一
部
に
釉
薬

が
掛
か
ら
ず
、
胎
土
が
見
え
て
い
る
状

態
お
よ
び
そ
の
部
分
を
指
す
。

こ
れ
ま
で
、
生
産
体
制
や
窯
業
技
術

の
観
点
か
ら
露
胎
の
分
析
が
行
わ
れ
て

お
り
、
露
胎
は
量
産
化
と
そ
れ
に
伴
う

省
力
化
の
一
環
と
し
て
出
現
し
た
も
の

で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
窯
内
で
の
器
同
士
の
溶
着
を

防
ぐ
と
い
う
、
生
産
の
効
率
化
を
図
る

た
め
の
工
夫
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。本

発
表
で
は
、
露
胎
は
こ
う
し
た
機

能
性
だ
け
で
は
な
く
、
茶
碗
を
装
飾
す

る
要
素
の
一
つ
で
も
あ
る
こ
と
を
主
張

し
た
。
筆
者
は
瀬
戸
黒
、
織
部
黒
、
黒

織
部
、
志
野
、
奥
高
麗
の
露
胎
を
範
囲

と
形
状
に
着
目
し
て
分
析
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
露
胎
の
傾
向
を
示
し
た
。
そ
の

結
果
、
瀬
戸
黒
、
織
部
黒
の
露
胎
は
高

台
脇
に
広
が
る
不
定
形
が
多
い
の
に
対

し
、
黒
織
部
は
腰
下
が
全
面
露
胎
の
も

の
が
急
増
す
る
な
ど
、
異
な
る
傾
向
が

み
ら
れ
た
。
ま
た
、
志
野
の
露
胎
は
五

つ
に
大
別
で
き
、
露
胎
の
範
囲
や
形
が

多
様
化
し
、
胎
土
が
見
え
る
割
合
を
意

図
的
に
調
整
し
た
様
子
が
窺
え
た
。
さ

ら
に
奥
高
麗
は
七
割
以
上
が
腰
ま
で
露

胎
と
し
、
見
込
や
畳
付
に
目
跡
が
な
い

も
の
も
多
数
存
在
し
た
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
器
の
溶
着
を

防
ぐ
も
の
と
し
て
の
露
胎
の
在
り
方
か

ら
、
茶
碗
を
装
飾
す
る
要
素
の
一
つ
と

し
て
の
露
胎
の
在
り
方
へ
と
、
そ
の
意

味
が
変
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
本
来
な
ら
ば
茶
碗
の
粗
悪

化
や
質
的
低
下
を
も
た
ら
す
露
胎
は
、

新
た
な
茶
碗
を
創
造
す
る
過
程
で
意
匠

と
し
て
捉
え
直
さ
れ
、
茶
碗
に
取
り
入
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れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。

（
令
和
二
年
十
月
十
九
日
）

「『
三
冊
名
物
記
』の
成
立
と
展
開
」

橘　

倫
子

『
三
冊
名
物
記
』
と
は
、
江
戸
時
代

中
期
に
編
纂
さ
れ
た
茶
道
具
の
名
物
記

で
、
茶
入
を
は
じ
め
、
掛
物
、
香
炉
、

花
入
、
茶
碗
な
ど
、
三
百
数
十
点
の
茶

道
具
に
つ
い
て
、
所
蔵
者
や
伝
来
、
形

状
、
寸
法
、
付
属
品
（
仕
覆
、
挽
家
、

箱
）
等
の
情
報
を
彩
色
図
入
り
で
掲
載

し
て
い
る
。
そ
の
博
物
学
的
、
実
証
的

内
容
は
ま
さ
に
「
茶
道
具
図
鑑
」
と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
画
期
的
な
内
容
で
あ

り
、多
く
の
写
本
が
流
布
し
、後
に
『
古

今
名
物
類
聚
』『
大
正
名
器
鑑
』
に
も

引
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
器
物
単
体
で
は

な
く
、
牙
蓋
、
仕
覆
、
挽
家
、
箱
等
の

付
属
品
も
含
め
て
一
つ
の
茶
道
具
と
し

て
捉
え
る
「
茶
道
具
鑑
賞
の
視
点
」
も

本
書
の
流
布
を
通
し
て
定
着
し
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大

変
重
要
な
研
究
対
象
で
あ
り
な
が
ら
、

ま
だ
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
が
多

く
、
木
塚
久
仁
子
・
矢
野
環
両
氏
の
先

行
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
の
構
成
や
成
立

時
期
が
一
部
解
明
さ
れ
た
に
過
ぎ
な

い
。こ

の
度
、「
茶
道
資
料
館
開
館
40
周

年
・
今
日
庵
文
庫
開
館
50
周
年
記
念
特

別
展
『
三
冊
名
物
記
』
│
知
ら
れ
ざ
る

江
戸
の
茶
道
具
図
鑑
│
」
の
展
覧
会
準

備
の
段
階
で
、
①
『
三
冊
名
物
記
』
掲

載
道
具
の
作
品
調
査
、
②
複
数
の
『
三

冊
名
物
記
』
転
写
本
の
比
較
調
査
を
通

し
て
新
た
な
発
見
・
考
察
の
機
会
を
得

た
こ
と
か
ら
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ

つ
、『
三
冊
名
物
記
』
の
成
立
と
展
開

に
つ
い
て
再
考
す
る
。
と
り
わ
け
、
第

一
巻
と
第
二
、
三
巻
の
成
立
時
期
や
編

著
者
の
違
い
、
編
著
に
大
き
く
関
わ
っ

た
と
さ
れ
る
大
給
松
平
乗
邑
（
お
ぎ
ゅ

う
ま
つ
だ
い
ら
の
り
さ
と
、
一
六
八
六

～
一
七
四
六
）
の
動
向
と
第
二
、
三
巻

の
記
載
内
容
と
の
関
連
に
着
目
し
、
各

巻
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

金
沢
例
会

（
平
成
三
十
一
年
三
月
十
日
）

「
天
目
碗
か
ら
み
た
日
中
の
茶
文

化
事
情　

│
「
天
目
」
の
由
来
と

イ
ン
ゲ
ン
豆
│
」

岩
田
澄
子

黒
釉
を
特
徴
と
す
る
中
国
由
来
の
天

目
碗
は
、中
国
で
も
宋
代
の
点
茶
法（
懸

濁
茶
）に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
た
。

し
か
し
点
茶
法
は
、
中
国
で
は
完
全
に

廃
れ
黒
釉
碗
の
生
産
が
早
期
に
終
了
す

る
。
一
方
日
本
で
は
、
茶
の
湯
文
化
へ

と
発
展
し
た
。

十
六
世
紀
中
頃
に
和
物
茶
碗
や
高
麗

茶
碗
が
使
わ
れ
始
め
る
と
、
天
目
碗
は

一
般
の
茶
会
に
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
く

な
る
が
、
人
気
が
な
く
な
っ
て
消
え
た

の
で
は
な
い
。
中
国
由
来
と
意
識
さ
れ

た
格
の
高
い
作
法
（
台
天
目
、
真
行
草

の
真
）
が
現
在
も
伝
承
さ
れ
て
お
り
、

着
物
に
た
と
え
る
と
「
留
袖
」
の
よ
う

な
存
在
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

天
目
碗
は
、
①
聞
か
な
い
（
中
国
の

事
情
）、
②
見
な
い
（
日
本
の
事
情
）、

③
言
わ
な
い（
秘
伝
）の
三
拍
子
が
揃
っ

て
い
て
、
謎
が
多
い
。
し
か
し
、
中
国

と
日
本
で
実
用
さ
れ
た
茶
道
具
で
、
日

中
茶
文
化
史
を
包
括
的
に
理
解
す
る
上

で
格
好
の
教
材
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
碗
名
を
示
す
「
天
目
」

の
語
は
中
国
に
は
な
く
、「
天
目
」
の

由
来
は
日
本
僧
が
天
目
山
か
ら
持
ち

帰
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
が
、
初
め

て
日
本
僧
が
天
目
山
に
上
っ
た
の
は
元

時
代
で
、
中
峰
明
本
（
ち
ゅ
う
ほ
う
み

ん
ぽ
ん
：
一
二
六
三
〜
一
三
二
三
）
が

い
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る（
佐
藤
豊
三
・

岩
田
説
）。

一
方
、「
イ
ン
ゲ
ン
豆
」
は
明
代
の

茶
を
日
本
に
伝
え
た
隠
元
隆
琦
（
煎
茶

道
の
祖
）
が
そ
の
名
の
由
来
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
大
槻
幹
郎
氏
（
黄
檗
文
化
研

究
所
）
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
日
本
黄

檗
宗
の
開
祖
で
あ
る
隠
元
は
、
禅
宗
の

法
系
上
、
三
百
年
以
上
前
に
活
躍
し
た

中
峰
を
自
分
の
遠
祖
と
考
え
て
い
る
と

い
う
。
禅
宗
史
と
日
中
茶
文
化
史
を
通

観
す
る
と
、
宋
代
と
明
代
の
茶
の
興
味

深
い
接
点
が
み
え
て
く
る
。
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例
会
の
ご
案
内

東
京
例
会

二
○
二
○
年
二
月
二
十
九
日
（
土
）

午
後
二
時
～

会
場
：
五
島
美
術
館

「
江
戸
の
酒
井
宗
雅
」

谷
村
玲
子

「
仏
教
儀
礼
と
茶
」

米
沢　

玲

東
海
例
会

二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
八
日
（
土
）

午
後
一
時
半
～

会
場
：
浜
松
市
茶
室
「
松
韻
亭
」

「
茶
の
湯
に
お
け
る
染
付
」

善
田
の
ぶ
代

近
畿
例
会

二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
九
日
（
土
）

午
後
二
時
（
開
場
：
午
後
一
時
半
）

会
場
：
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館　

地
下
講
堂

「
茶
の
湯
と
竹
工
芸
」

巖
由
季
子

「
煎
茶
と
竹
工
芸
」

宮
川
智
美

＊�

当
日
は
、特
別
展
「
竹
工
芸
名
品
展
：

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ビ
ー
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
─
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

所
蔵
」
開
催
中
で
す
。

＊�

近
畿
例
会
の
み
の
出
席
者
は
入
館
料

不
要
で
す
が
、特
別
展
の
観
覧
に
は
、

別
途
観
覧
券
の
購
入
が
必
要
で
す
。

協
力
：
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館

北
陸
例
会

二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
八
日
（
土
）

午
後
二
時
～

会
場
：
鯖
江
市
文
化
の
館

「
堀
口
捨
己
の
中
柱
論
（
仮
）」

近
藤
康
子

金
沢
例
会

二
〇
二
〇
年
三
月
八
日
（
日
）

午
後
一
時
半
～

会
場
：
石
川
県
文
教
会
館
（
〒
九
二
〇

－
〇
九
一
八 

金
沢
市
尾
山
町
一
〇
－

五
）

「
茶
の
湯
と
漆
芸
」

福
島
修

高
知
例
会

二
〇
二
〇
年
二
月
二
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶

室「
高
知
支
部
二
〇
二
〇
年
度
事
業
計
画
」

岡
倉
天
心
『
茶
の
本
』
第
五
章
輪
読

茶
席

茶
の
湯
文
化
学
会
の
研
究
成
果
を
実
践

す
る
。
茶
の
湯
を
一
般
の
方
々
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
「
床
飾
り
」「
道
具

立
て
」
は
す
る
が
、
お
点
前
は
お
客
次

第
と
し
て
楽
し
め
る
茶
席
を
設
け
る
。

会
費　

三
百
円

お
知
ら
せ

令
和
二
年
度

総
会
・
大
会
の
ご
案
内

令
和
二
年
度
総
会
・
大
会
を
左
記
の

日
程
で
計
画
中
で
す
。

詳
細
は
令
和
二
年
四
月
に
郵
送
に
て

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

日
程
：
令
和
二
年
五
月
三
十
日
（
土
） 

　
　
　
　

�

見
学
会
（
東
京
国
立
博
物
館　

茶
室
）

　
　
　
　

懇
親
会

　
　
　

�

五
月
三
十
一
日
（
日
）

　
　
　
　

総
会
・
大
会

令
和
二
年
度
大
会
発
表
者
募
集

令
和
二
年
度
の
研
究
発
表
者
を
募
集

し
ま
す
。
発
表
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

「
大
会
研
究
発
表
用
概
要
書
式
」（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
募
集
欄
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）を
添
え
て
、学
会
事
務
局
ま
で
メ
ー

ル
も
し
く
は
郵
送
で
ご
応
募
下
さ
い
。

大
会
終
了
後
、
発
表
内
容
を
ベ
ー
ス
と

し
て
論
文
に
ま
と
め
、
会
誌
『
茶
の
湯

文
化
学
』
に
投
稿
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
発
表
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
日
程
：�

令
和
二
年
五
月
三
十
一
日

（
日
）

応
募
資
格
：�

茶
の
湯
文
化
学
会
会
員
で

あ
る
こ
と

募
集
締
切
：�

令
和
二
年
二
月
四
日（
火
）
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発
表
時
間
：�

研
究
発
表
三
十
分�

　

 

質
疑
応
答
十
分

・
メ
ー
ル
で
の
応
募
の
場
合
は
、
件
名

を
「
令
和
二
年
度
大
会
発
表
募
集
」

と
し
て
下
さ
い
。

・
応
募
の
際
は
連
絡
先
の
ほ
か
、
現
在

の
所
属
先
、
肩
書
等
も
あ
れ
ば
、
併

せ
て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

・
応
募
多
数
の
場
合
は
、
審
査
の
上
決

定
い
た
し
ま
す
。

・
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

・
そ
の
他
ご
質
問
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
学
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

●
質
問
を
募
集
し
ま
す

前
号
か
ら
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す

が
、会
報
一
〇
〇
号
発
刊
を
記
念
し
て
、

「
質
問
コ
ー
ナ
ー
（
仮
称
）」
の
欄
を
新

設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の

み
な
さ
ま
か
ら
茶
に
関
す
る
学
問
的
な

質
問
を
募
り
、
質
問
内
容
に
近
い
分
野

の
研
究
者
が
、
こ
れ
に
紙
面
上
で
回
答

す
る
と
い
う
企
画
で
す
。
こ
の
質
疑
応

答
を
通
し
て
、
会
員
相
互
の
交
流
を
よ

り
密
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
最
新

の
論
点
を
含
む
知
識
を
得
る
場
を
設
け

た
い
と
い
う
の
が
お
も
な
目
的
で
す
。

質
問
に
際
し
て
は
、
以
下
の
点
を
ご
了

承
下
さ
い
。

質
問
は
記
名
と
し
、
文
章
は
簡
潔
で

分
か
り
や
す
い
表
現
に
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
質
問
、
の
中
か
ら
、

学
会
員
全
体
に
と
っ
て
有
益
と
考
え
ら

れ
る
も
の
を
選
別
し
掲
載
い
た
し
ま
す

の
で
、
掲
載
さ
れ
な
い
質
問
が
あ
る
こ

と
も
ご
了
解
下
さ
い
。
し
た
が
っ
て
毎

号
こ
の
コ
ー
ナ
ー
が
掲
載
さ
れ
る
と
は

限
ら
ず
、
質
疑
応
答
の
両
文
が
調
っ
た

段
階
で
掲
載
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご
質
問
を
お
寄
せ

下
さ
い
。

●
新
刊
案
内

『
庭
と
建
築
の
煎
茶
文
化　

近
代
数
寄

空
間
を
よ
み
と
く
』

尼
崎
博
正
・
麓
和
善
・
矢
ケ
崎
善
太
郎

編
著

思
文
閣
出
版

定
価
五
、
五
〇
〇
円
＋
税

こ
れ
ま
で
茶
の
湯
の
視
座
か
ら
の
み
語

ら
れ
て
き
た
近
代
数
寄
空
間
を
煎
茶
的

要
素
か
ら
よ
み
と
き
、
新
た
な
解
釈
を

提
示
す
る
。

『
尾
張
の
茶　

歴
史
・
茶
人
・
茶
室
・

道
具
を
知
る
』

神
谷
宗

著

淡
交
社

定
価
二
、
五
〇
〇
円
＋
税

尾
張
の
茶
道
史
・
ゆ
か
り
の
茶
人
と
茶

室
／
茶
道
具
・
茶
の
美
術
館
・
美
術
商
・

菓
子
舗
・
料
亭
・
大
正
昭
和
初
期
の
茶

会
と
動
向
な
ど
。

『
千
利
休
─
「
天
下
一
」
の
茶
人
』

田
中
仙
堂
著

宮
帯
出
版
社

定
価
三
、
九
〇
〇
円
＋
税

同
時
代
史
料
を
厳
選
し
、
理
想
化
さ
れ

る
以
前
の
等
身
大
の
利
休
の
実
像
に
迫

る
。

『
風
流
紳
士
録　

籠
師
が
見
た
昭
和
の

粋
人
た
ち
』

池
田
瓢
阿
著

淡
交
社

定
価
一
、
五
〇
〇
円

大
茶
人
・
益
田
鈍
翁
に
薫
陶
を
受
け
た

わ
び
籠
花
入
づ
く
り
の
名
手
が
交
遊
し

た
数
寄
者
や
美
術
商
た
ち
と
の
回
想

録
。

『
仁
清　

金
と
銀
』

西
田
宏
子
・
岡
佳
子
監
修　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美

術
館
編
集

淡
交
社

定
価
一
、
七
〇
〇
円
＋
税

御
室
窯
に
お
け
る
作
風
の
展
開
を
た
ど

り
つ
つ
、
多
岐
に
わ
た
る
作
例
の
中
か

ら
金
銀
彩
を
使
用
し
た
色
絵
陶
器
を
中

心
に
紹
介
。

●�

年
会
費
未
納
の
方
は
、
至
急
払
込
み

下
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。  


